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生徒や保護者、地域社会との
信頼関係を築き上げるために

深谷という 「ふるさとに誇りを もち、輝かしい未来に向かって、躍動し続ける生徒」であれ！

○野 球 部 第３位（寄居中に惜敗） ○ソフト部 １回戦惜敗（城南中） ※ 敬称は略します。
○バスケ部男子 ２回戦惜敗（花園中） ○バスケ部女子 ２回戦惜敗（岡部中） ◎は県大会出場
○バレー部男子 第３位（幡羅中に勝利）
◎バレー部女子 優勝 県大会出場（決勝：川本中に勝利）
○サッカー部 決勝トーナメント進出（藤沢中に惜敗）
○テニス部男子 団体 ２回戦惜敗（岡部中）

個人 西野・大澤組（ベスト１６）
○テニス部女子 団体 １回戦惜敗（岡部中に惜敗）

個人 香川・大澤組・酒井・伊澤組（ベスト３２）
◎卓球部男子 団体 予選敗退 個人 ３位：水野克洋 県大会出場
○卓球部女子 団体 予選敗退 個人 矢島彩花（ベスト１６）
○剣道部男子 団体 ３位（準決勝：男衾中に惜敗）

個人 鈴木・小暮（ベスト１６）
○剣道部女子 団体 ２回戦惜敗（寄居中）個人 倉石（ベスト１６）
◎ラグビー部 団体 ３位・県大会出場（上柴中に勝利） 【県大会出場壮行会(10/16)】

◎柔道部男子 団体 ３位決定戦で南中に惜敗
個人 佐藤朝輝 優勝・県大会出場 髙田啓史 ３位・県大会出場

八幡健次 ３位・県大会出場 宇田川光一 ３位
◎柔道部女子 団体 ３位決定戦で男衾中に惜敗

個人 飯嶋玲衣 ２位・県大会出場 小田原裕菜 ３位・県大会出場
◎陸 上 競 技 男子 佐藤朝輝（２年）１００ｍ３位・県大会出場 鈴木康太（２年）８００ｍ３位
◎水 泳 競 技 女子 長谷川琴菜（１年）４００ｍ個人メドレー・県大会出場 県大会第３位
◎卓 球 競 技 女子 川北帆香（１年）個人戦シングルス２位・県大会出場
○駅 伝 大 会 男子 Ａチーム：第５位 女子 Ａチーム：第７位

※ 県大会は、１１月４日（水）から始まります。応援をよろしくお願い致します。

◇第３６回東日本大会「埼玉・栃木県予選会」◇
１０月１８日（日）に行われた３位決定戦で、深中「ラグビー部」は熊

谷市立大幡中と大熱戦を演じ、２９対２１で勝利し、東日本大会出場
を決めました。深中「ラグビー部」は、耐えに耐え、「ひとりはみんなの
ために、みんなは勝利のために」の精神で仲間を信じ、ボールを繋
ぎ、トライを決めました。まるで、ラグビーＷ杯の日本代表が対南アフ
リカ戦に勝利した試合を観戦しているようでした。
今月に開催される水戸大会でも、これまでの頑張りと努力を力と自

信にかえ、一つでも多く勝ち抜き、深谷中学校の名を県外にも轟か
せてほしいと思います。健闘を祈ります。

１年４組「大嶋秀実」さんの作品
『言い方によって』が、優秀人権作
文に選ばれ、表彰されました。

深中魂を見せた「新人戦地区予選会」 ････ 「僕らの力は無限大僕らの力は無限大」を信じて、挑んだ戦い！

ラグビー部、「東日本大会」出場を決める！ ラグビー部

実りの秋を迎え、様々な取組が･･････

(10/14)

これからの深谷市は･･･

(10/23)

ふれあい人権セミナー(10/18)
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□ 本校は、深谷市教育委員会の学力向上に係る研究委
嘱を受け、２年間、家庭学習に重きを置き、指導方法の
工夫改善に取り組んできました。その取組内容を一部紹

介します。なお、本発表は今月の１３日（金）に開催され、国・社・数・理・英・特活の６授業を公開する予定です。
□ 本校の研究テーマは、「望ましい学習習慣を身に付け、自ら考え、学び続ける生徒の育成」です。「自ら考え、
学び続ける生徒」は、本校の教育目標の１つでもあります。その実現に向け、「授業と家庭学習が響き合う指導方
法の工夫」をサブテーマに位置付けました。その理由は、数年前の学習状況調査で、家庭学習を「全くしない・３０
分未満」の生徒の割合が、学年によっては、国や県の割合に対して、４倍弱という実態が見られたからです。

□ 授業については、『自立・協働・創造に向けた一人一人の主
体的な学び』のある授業を目指し、学習過程の中に、自立（○す
３分：課題確認）、協働（○ご ５分：振り返り）、創造（○い １分：つな
ぎ）を必ず位置付け、全教科で取り組んでいます。特に、終わり
の１分は、次時内容の予告や家庭学習の助言を行い、授業と
家庭学習が響き合う工夫改善を図っています。

◎家庭で、必ず１時間以上は学習する生徒が増えている。
◎家庭学習で、悩み、困っている生徒が減っている。

☆平均正答率
１３.８％（国：22.2％）

問題文を読んだだけでは、なかなか関係が見えてきません。 こ
問題文にふさわしい図を書いて、考えたらどうでしょうか。

【予想される生徒の反応】
■ 本校の生徒は、頭の中だけで解決しようとする生徒が多い
ようです。また、「ムリ、無理！」と言って、すぐに諦めてしまう生徒も
少なくないようです。これまでの経験や既習事項を使って、何とか工夫し
て解決する方法はないだろうか、図を使って考えたらどうだろうかと、「自
ら考え、学び続ける生徒」が、今正に求められています。
頑張れ！深中生。 【答】 ÷３×５→？

日 曜 １１ 月 の 主 な 学 校 行 事
２ 月 校内音楽会
５ 木 生徒会役員選挙
６ 金 市内中学校音楽会 教育相談（～１９日）
９ 月 振替休業日 ※交通安全の日（１０日）
11 水 第３回深谷市実力テスト 緊急アクセス日
13 金 市教委委嘱研究発表会 県民の日（１４日）
18 水 深中見学会（深小・深西小・大寄小）
20 金 小・中合同授業研究会（理科・特別活動）
24 火 全校朝会（任命式・引継式） 勤労感謝の日（２３日）
25 水 期末テスト（～２７日）
28 土 第2回資源回収（予備日：２９日）
30 月 後期人権旬間（～12/11日）

《連絡》 教育相談（三者面談）が、６日から始まります。また、2５日からは、期末テストが実施されます。

赤いテープの長さは です。赤いテープの長さは、
３

白いテープの長さの－倍です。白いテープの長さは何cm
５

ですか。 を用いた式で表しなさい。a

a cm

市の研究委嘱から、見えてきたことは？

本校の生徒が苦手な問題

a
○ ３年生が、桃園保育園へ「ふれあい体験」に出かけたり、支援席交流を行ったり、深小の４年生が体育館ステ
ージで合唱練習を行ったりと充実した秋を迎えています。来る１１月２日の「校内音楽会」が楽しみです。

図を使って考えてみましょう。

授業日数：１８日
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